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１. はじめに 

河北潟は金沢市と津幡町、内灘町、かほ

く市にまたがる県内一大きな潟で、かつて

は東西 4ｋｍ、南北 8ｋｍ程度の大きさであ

った。河北潟周辺においては、92 年から始

まった大規模な湛水防除事業により農地が

整備され、古い形態を保つ小規模河川も

次々と消滅し、コンクリート化された。河

北潟周辺の農地は近年急速に宅地化が進み、

宅地化にともなって周辺の環境整備も行わ

れた。干拓事業により大きくその自然環境

が改変された河北潟の水質汚濁は年々進ん

でおり、環境負荷量を把握することが求め

られている。また、これをはじめとする様々

な環境問題は、われわれの生活面において

大きな影を投げかけており、技術者にとっ

て解決しなければならない課題である。 

 
２. 目的 

 本取組では、地理情報システムを用いて

河北潟および津幡町の環境情報を含めたデ

ータベースを構築し、以下に掲げるような

幅広い分野に渡る総合的な地図の作成を試

みた。今後も利用可能となるデータの蓄積

および作成した地図を実際に津幡町民の

方々に閲覧していただくことで津幡町民の

方々が生活や交通安全、また、環境を意識

して有効に利用できることを目的としてい

る。 
① 河北潟周辺水質地図 
② 津幡町に関する国勢調査地図 
③ 都市開発計画地図 

④ 津幡町に関する交通安全地図 
⑤ 河北潟周辺生態系地図 
 
３. 資料の調査・収集方法 

本取組における地図の作成においては、

主にインターネットによるダウンロード資

料と津幡町役場より提供していただいた資

料を使用した。上項①、③については津幡

町総務部企画財政課より提供していただい

た水質、交通に関する資料を、②について

は総務省統計局「統計 GIS プラザ」

（http://gisplaza.stat.go.jp/GISPlaza/）よ

りダウンロードした平成 12 年国勢調査町

丁・字等別集計データおよび平成 13 年事業

所・企業統計調査町丁・大字別集計データ

を用いて作成した。 
④、⑤については、津幡警察署および日本

野鳥の会石川支部に資料の提供をお願いす

る予定だったが、時間的都合により入手に

は至らなかった。 
 
４. GIS とは 

 GIS とは、地理情報システム（Geographic 

Information System）のこと（以下、GIS と

表記する）で、“地図上の存在する事物、地

上で発生する現象を地図化し解析するため

のツール”と言い表されている
)1
。現実世

界での様々な情報をコンピュータ上で空間

的に管理することにより、効率的かつ合理

的に現象を理解して意思決定を行うための

ツールである。つまり、この GIS を用いる

ことにより、データでしかない情報を既存



地図に重ねて、視覚的に分かりやすく便利

な地図に変換することができる。 

GIS のデータは図形情報とそれに関連す

る属性情報からなる。したがって、この図

形の属性情報に、様々な情報を付け加えて

いくことで地図として参照することが可能

となる。今回収集した各情報データは、統

一された形式でなく様々なファイル形式で

あるため、これらを図形情報の属性情報に

追加できるように変換する必要がある。例

えば、津幡町の人口が○○○○人だとする

と、既存する津幡町の図形情報に関連する

属性情報に“○○○○人”という人口デー

タを付け加えていくということである。 

本取組では GIS ソフトウェアとして広く

用いられている、ESRI 社製の ArcGIS を用

いて作業を行った。 

 

５. 河北潟周辺環境地図の作成 

 本取組において作成されたデータベース

に収録されているデータ一覧を以下の表-1

に示す。また、収集されたデータを用いて

河北潟周辺環境に関する総合的な地図を作

成した。図-1 は河北潟における COD 平均値

の経年変化を示している。ここで、COD と

は化学的酸素要求量のことで、水中の被酸

化性物質を酸化するために要した酸素の量

で示した水質の指標である。図-2 は金沢周

辺の人口密度を示している。この図より、

金沢中心部と郊外部では人口密度に大きな

差があり、金沢中心部における人口の集中

が見られる。なお、これらの地図作成にお

いては、津幡町総務部企画財政課より提供

していただいた「河北潟流域生活排水対策

推進計画 中間年次報告書」および「平成

12 年国勢調査町丁・字等別集計データ（人

口）」より必要箇所を抜粋して利用した。 

 

６. おわりに 

 当初作成を予定していた地図のうち、い

くつかは完成には至らなかった。また、今

後も有効に利用できるようにするために、

データベースへの追加入力が必要であると

考えられる。それに加え、今回作成した地

図のさらなる改良・発展が今後の課題であ

る。 

 なお、本取組における総作業時間は一人

あたり 50 時間であった。 
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表-1 収録データ一覧



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 河北潟における COD 平均値の経年変化 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 金沢周辺の人口密度 

 


